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（
国
民
年
金
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

第
八
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「厚

生
労
働
省
所
管

」
を
「内

閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
所
管

」
に
改
め
る
。

一

国
民
年
金
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
）
様
式
第
十
五
号
及
び
様
式
第
十
九
号

二

特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第

四
十
九
号
）
様
式
第
五
号

三

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
厚
生
労

働
省
令
第
百
五
十
一
号
）
様
式
第
二
号

四

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
平
成
二
十
二
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
七
号
）
様
式
第
二
号

（
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
二
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

一

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
五
十
九
条
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業

第
六
条
の
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
十
四
項
に
規
定
す
る
子
育
て
援
助
活
動
支
援
事
業

（
児
童
手
当
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

児
童
手
当
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
（
見
出
し
を
含
む
。）及
び
第
一
条
の
二
中
「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
二
条
の
八
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
二
条
の
八
ま
で

削
除

第
十
二
条
の
九
中
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
第
一
項
中
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
の
保
育
料
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
の
児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
費
用
」
に
、「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
条

の
三
第
九
項
」
を
「
第
六
条
の
三
第
十
三
項
」
に
、「
家
庭
的
保
育
事
業
」
を
「
病
児
保
育
事
業
」
に
改
め
、
同
項
第

四
号
中
「
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
号
及
び
第
二
号
」を「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
五
十
九
条
第
二
号
」
に
改
め
、同
項
第
五
号
中「
第

二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
保
育
料
」
を
「
児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
徴
収
す
る
費
用
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
第
二

十
一
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
一
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
第
二
十
二
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
」

に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
二
中
「
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
表
第
十
二
条
の
九
第
一
項
及
び
第
二
項
の
項
中
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一

項
」
に
改
め
、
同
表
第
十
二
条
の
十
第
一
項
の
項
中
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に

改
め
、
同
表
第
十
二
条
の
十
第
二
項
及
び
第
三
項
の
項
中
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
を「
第
二
十
一
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
表
第
十
二
条
の
十
第
四
項
の
項
中
「
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」に
改
め
、

同
表
第
十
二
条
の
十
一
の
項
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
号
（
裏
面
）
注
意
４
、
様
式
第
五
号
（
裏
面
）
注
意
５
、
様
式
第
七
号
（
裏
面
）
注
意
４
及
び
様
式
第

九
号
（
裏
面
）
注
意
３
中
「指
定
医
療
機
関

」
を
「指

定
発
達
支
援
医
療
機
関

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
四
号
中
「第
22条
の
２

」
を
「第

20条

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
五
号
中
「第
22条
の
３
第
１
項

第
２
項
」

を
「第

21条
第
１
項

第
２
項
」

に
改
め
る
。

様
式
第
十
六
号
（
裏
面
）
中
「厚

生
労
働
省
令

」
を
「内

閣
府
令

」
に
、「第

19条

」
を「第

22条

」に
改
め
、「、

第
22条
第
１
項
、
第
22条
の
２
か
ら
第
22条
の
４
ま
で

」
及
び
「第

24条
の
２
及
び

」
を
削
る
。

（
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
」
の
下
に「（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供

の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て

「
認
定
こ
ど
も
園
法
」
と
い
う
。）第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」を
、「
当
該
学
校
」の
下
に「（
同

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
）」を
加
え
る
。

第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
十
三
条
」
の
下
に「（
認
定
こ
ど
も
園
法
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
若
し
く
は
同
法
」
を
「
、
同
法
」
に
改
め
、「
各
種
学
校
」
の
下
に
「
若
し
く
は
就
学

前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。

第
百
一
条
の
十
一
の
二
第
一
号
に
お
い
て
「
認
定
こ
ど
も
園
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
」
を
加
え
る
。

第
百
一
条
の
十
一
の
二
第
一
号
中
「
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施
」
を
「
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定

こ
ど
も
園
又
は
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
お
け
る
保
育
の
利
用
」
に
改

め
る
。

（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成

三
年
労
働
省
令
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
八
号
中
「
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施
」
を
「
児
童
福
祉
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）

第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
又
は
児
童
福
祉
法

第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
（
以
下
「
保
育
所
等
」
と
い
う
。）に
お
け
る
保
育
の
利
用
」

に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
第
一
号
、
第
九
条
第
六
号
及
び
第
十
八
条
第
五
号
中
「
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施
」
を
「
保
育

所
等
に
お
け
る
保
育
の
利
用
」
に
改
め
る
。

（
福
祉
の
措
置
及
び
保
育
の
実
施
等
の
解
除
に
係
る
説
明
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

福
祉
の
措
置
及
び
保
育
の
実
施
等
の
解
除
に
係
る
説
明
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
六
年
厚
生
省
令
第
六
十

二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
中
「
保
育
」
を
「
助
産
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
、
保
育
の
実
施
」
を
削
り
、「
保
育
の
実
施
等
」
を
「
助
産
の
実
施
等
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
、
第
五
条
第
一
項
及
び
第
九
条
中
「
保
育
」
を
「
助
産
」
に
改
め
る
。

（
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
を
削
る
。
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